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          東北大学  高度教養教育・学生支援機構  課外・ボランティア活動支援センター�

          専門：  日本近現代史（町内会・自治会、コミュニティ政策）、ボランティア論�

申込不要×当日参加歓迎�
　お気軽にご参加下さい�

「学生ボランティア支援の教育的意義�
～震災復興のただ中で」　�

１２月１７日（水）１２:１０〜１２:５０�
（４０分間：発表２５分程、質疑応答１５分程）�

    ※昼休みに持参弁当を食べながら  �

東北大学川内北キャンパス�
川北合同研究棟１階108号室（会議室）�

　東北大学では、2011年に発生した東日本大震災に際して「東北大学東

日本大震災学生ボランティア支援室」を設立し、被災地で活動する学生ボ

ランティアの支援を始めました。震災から5年目を迎えようとしている今、震

災復興に学生ボランティアはどのように寄与しているのでしょうか？またそも

そも、大学が学生ボランティア活動を支援する目的は何でしょう？また学生

にとっての教育的意義とは何でしょう？�

　1995年の阪神・淡路大震災以来、大学による学生ボランティア活動への

コミットメントは、学生支援、教育、研究、地域貢献や国際交流等、様々な

文脈で取り組まれてきましたが、特に国立大学では周辺的な業務と位置付

けられているきらいがあります。どのような文脈で取り組むにしても、大学で

行われる活動である以上、学生にとっての教育的意義を位置付ける必要

があります。�

　前任の神戸大学での実践と、現在の東北大学での実践の報告を通して、

皆さんと一緒に学生ボランティア支援の教育的意義について考えられたら

と思います。�

問い合わせ先：�
高度教養教育・学生支援機構　学際融合教育推進センター　芳賀　満�
E-mail：  mhaga@m.tohoku.ac.jp    Tel：  3371�

高度教養教育・学生支援機構�
  Institute  for  Excellence  in  Higher  Education�

正午ＰＤ
（Profe

ssional  
Develop

ment）会�


